奇跡のクラーク・コレクション
―　ルノアールとフランス絵画の傑作　―

　美術ファンにとっては、必見の展覧会が東京・丸の内で開催されている。

「クラーク美術館」は、アメリカの富豪クラーク夫妻が収集したルネサンス時代から19世紀末までの欧米名画を所蔵していることで知られる館である。

　マサチューセッツ州の森の中にある美術館の収集品は、最も有名なフランス絵画を始め、彫刻、素描、写真、銀器、磁器を含む装飾美術品まで多岐にわたるものであるが、何故かこれまで日本ではほとんど知られていなかった。

この世界的に名高い印象派の一大コレクションが、2010年春に開館した都心の中心部の「東京・三菱一号館美術館」での開催（13.2.9～5.26）である。

　今展覧会では、人物モチーフから「ヴェネツィア、総督宮」などの風景画まで幅広く網羅したルノアールの油彩「22点」、コローやミレーなどの印象派以前の画家の作品、さらにロートレックやボナールなどの印象派以降の作品など「全73点」が展示されている。特筆すべきは、「59点」が本邦では初公開である。
「ルノアール：劇場の桟敷席」（写真）は、印象派の中心的役割を果たすもので、音楽会の開演を待つ二人の女性を描いた作品で、手前の若い娘が持つ花束は出演者に贈るものであろうか？。当時は、ルノアールが描くパリ市民の華やかな暮らしは、世界中の人たちが憧れた時代であったとされている。
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